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問題 (各 5点) 
以下の問いに答えよ。 
(1) 述語 x≦yの特徴関数を示し、(x, y)=(2, 6), (3, 3), (5, 3)について、それぞれ

その値を計算して示せ。 
(2) 集合 S = { (x, y) ∈ N2 | 2x<y }の特徴関数を示し、(x, y)=(3, 6), (3, 4), (2, 9)

についてそれぞれその値を計算して示せ。 
(3) (2)の集合 Sの補集合の特徴関数を示し、(x, y)=(3, 4), (5, 10), (1, 3)について

それぞれその値を計算して示せ。 
(4) 述語 P(x, y)が x≦2yであるとする。このとき、¬P(x, y)の特徴関数を示し、

(x, y)=(4, 2), (8, 3), (1, 4) についてそれぞれその値を計算して示せ。 
 
(1) 特徴関数は、sg(x―

・

y)である。 
sg(2―

・

6)=sg(0)=0 
sg(3―

・

3)=sg(0)=0 
sg(5―

・

3)=sg(2)=1 
 

(2) 特徴関数は、1－sg(y―
・

2x)である。 
1－sg(6―

・

2*3)= 1－sg(0)=1 
1－sg(4―

・

2*3)= 1－sg(0)=1 
1－sg(9―

・

2*2)= 1－sg(5)=0 
 

(3) 補集合 N2－Sの特徴関数は、(1－Sの特徴関数)または、N2－S = { (x, y) ∈ N2 | 2x≧y }
の特徴関数のどちらかと考えることができる。どちらにしろ、sg(y―

・

2x)となる。 
sg(4―

・

2*3)= sg(0)=0 
sg(10―

・

2*5)= sg(0)=0 
sg(3―

・

2*1)= sg(1)=1 
 
(4) ¬P(x, y)の特徴関数は、(1－Pの特徴関数) または、¬P(x, y)は x>2yなのでその特徴
関数のどちらかと考えることができる。どちらにしろ、1－sg(2y―

・

x)となる。 
1－sg(2*2―

・

4)= 1－sg(0)=1 
1－sg(2*3―

・

8)= 1－sg(0)=1 
1－sg(2*4―

・

1)= 1－sg(1)=0 
 
 
  
 


